
キャラクター名 プレイヤー名

ポジション 享年

メインクラス 暗示

サブクラス 寵愛点

初期配置
記憶のカケラ 内容

最大行動値

能力値 クラス 修正 合計

武装

変異

改造

未練
対象 種類 狂気点 発狂時ペナルティ

①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤
①②③④⑤

マニューバ
タイプ 損傷 名前 使用 タイミング コスト 射程 効果

クラーレ 【Curare】

オートマトン

バロック

ロマネスク

17

03【陥穽】

34

煉獄

12
【血の宴】

【最終戦争】

【灰色のまち】

【赤から黒へ】

【青空を背に】

【モルモット】

【空の色】

金臭い真っ赤な血の池であなたは座り込んでいた。周囲には飛び散る人の部品は、誰のものだろう。 誰がこんなことをしたんだろう。なぜあなたは一人でこんな所にいるのだろう。ひょっとして....。

どういう立場にいたのだろう？あなたは人類の最後について傍観的な知識と記憶がある。 どれほどの愚行と惨劇が起きたのか、おぼろげではあるが.....あなたは記憶しているのだ。

貴方はとある街に暮らしていた。戦争が迫り、人々の心に余裕などない街。そんな街の片隅の、小さな孤児院があなたの家だった。

銃声、人々の悲鳴。君達を見下ろすガラス張りの部屋のガラスが、斑な赤色に染まったのを覚えている。そしてその直後、視界が真っ暗になったのだ。

施設の電気が全て落ち、真っ暗闇の中、貴方は怯えながらじっと耐えた。部屋の外からは銃声、人の叫び声。そして、貴方達の居る部屋の壁が、突然爆破された。差し込む光は、久しく浴びていなかった外の光。そして、壁にあいた穴のむこうから、貴方達に手を差しのべる人がいた。

白くて、機械の沢山置かれた部屋。 自分達はモルモット。 国の未来の為に、体を使われ、兵器を開発する為の、実験体。 苦い薬を口にはこびおやつの代わりに、壁の落書きに外を夢見て ……そして……何を思ったろう？

彼等に救われて、乗り込んだ軍用ヘリ。記憶は曖昧で、薬に犯された思考で、それでも彼等は嬉しそうにしていたのを覚えている。

0 0 0

2 2 4

2 0 2

たからもの

アリーチェ

イチイ

依存

執着

依存

3

3

3

2

2

2

パーツとして所持。破壊で狂気点+1
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【氷の心】

【狂気】

【歪極】

【怪力】

【時計仕掛け】

水銀(よぶんなあたま)

辰砂(ボルトヘッド)

のうみそ

めだま

あご

毒液(くされじる)

輝安鉱(スパイク)

胆礬(ほとけかずら)

石の腕(ガントレット)
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狂気判定において出目+1

肉弾攻撃の判定の出目+1

このスキルを習得した際レベル3の変異パーツを追加で１つ取得できる、このパーツは強化値に縛られずに修復できる

肉弾、白兵におけるダメージ+1

このスキルを習得した際レベル3の改造パーツを追加で１つ取得できる、このパーツは強化値に縛られずに修復できる

最大行動値2

支援2

2

1

肉弾攻撃１

肉弾攻撃1+爆発+転倒。

自身がダメージを与えた際のみ使用可。白兵・肉弾ダメージ+2

支援1か妨害1

腕のみ、ダメージに対して常に「防御1」。腕部にある白兵・肉弾攻撃マニューバのダメージ+1

施設の皆でとった写真

肉弾攻撃１

支援１

移動１

ダメージを受けた際、そのダメージを与えた対象にのみ使用可。肉弾攻撃2.

1

次カウントで使うマニューバ１つのコスト-1
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